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市⺠みんなのまつり 記者：春ちゃん

いよいよ市⺠みんなのまつりの開幕です。

まずは、市⺠ひろば（市役所庁舎ピロティ）でくす⽟割りです。

（春ちゃん）

市⺠みんなのまつりの開会式は、くす

⽟割から。

ステージは続きます。

♪カーリン・カカリン・カカリン・カマヤ♪

お馴染みのロシア⺠謡。東久留⽶市

⽇露交流協会の歌と踊りです。

１２⽉のような寒い曇り空でしたが、

ステージはロシアの⺠族⾐装と笑顔

で、ぱっと花が開いたよう。

会場は、たちまち⼈でいっぱいになりま

した。

市⺠みんなのまつり名物野菜の宝船

がお出迎えです。

ふぅーむ 良く出来てるなぁ！いったい

何種類の野菜が使ってあるのでしょ

う？

東久留⽶市営農振興会の皆さんが

作った宝船、勿論、全部東久留⽶

産のものです。

最終⽇、チャリティーで配布するそうで

す。

ダイハツ ミゼットも！！

知っている⼈は知っている、昭和３０

年代活躍した懐かしい⾞です。でも、

これを⾒た若い⼥性「キャ かぁわい

い、すてきー。」とはしゃいでいました。

いい物は古びないの⾔葉どおり、今で

も やっぱり⼈気者のようでした。

荷台を覗いてみましょう。

瓢箪がいっぱい！！

こうして⾒ると瓢箪の⼀つ⼀つに味が

ありますねえ。

すべて東久留⽶市の産物だそうで

す。

祭も盛り上がってきました。

気づけば屋外ひろばは、⼈がいっぱい

です。

屋内ひろばに⽬を転じてみましょう。

野菜の品評会の始まり、始まり！！

⼿打ちうどんの会の実演です。みごと

なお⼿並みに感⼼しつつ、「釜揚げう

どんで⾷べたいなぁ」と切に切に思った

ことでした。

東久留⽶の特産、柳久保⼩⻨のコ

ーナーです。パンも売っていました。

こちらも、けっこうな⼈出となってきまし

た。

みごとな柿などの果物や花の数々。

輝くばかりのおみ⾜と⾒紛うばかりの、

⾒事な⼤根です。

⽇本の⼥性の⾜も⼤根もノビヤカで

スラリと⻑くなりました。⼤根⾜は今や

誉め⾔葉かと思った程、美しくて瑞々

しい⼤根さまでした。

⼆階は市⺠農園の各所よりの出品

です。

地元産のカリフラワーです。 これから、葉物が美味しい季節です。 ⼩⼈数の家族が増えたからか、近頃

は⼩型の⽩菜に⼈気があるようで

す。

優劣付けがたいと⾒受けられるキャベ

ツですが、それなりの違いがあるようで

す。

いやぁ、みごとな果物etc・・。

こんなおいしそうな野菜などが⾝近な

ところで⽣産されているのですね。

安⼼で新鮮な地場産のものをいだけ

る東久留⽶市⺠でよかった！！

明⽇の午後2時から、これらのもの

が、格安で販売されるそうです。

さて、外を⾒てみましょう。

駅前も屋台がずらーっと並んでいま

す。

消防もまちの守りにはかかせません。 姉妹都市榛名から来て祭りを盛り上

げてくれてます。 榛名は市町村合併

で⾼崎市になったんでしたね。

早くも売り切れの屋台がでました。

買えないなると欲しさ倍増となるのが

⼈の常。⼜明⽇来よーっと。

ねぶる2008！

いよいよ ねぶたのご出陣〜。

⼿作りねぶたが続きます。 掛声に跳⼈もはねる。

ラッセー、ラッセー、ラッセラ♪

掛声も勇ましく練り歩きます。

このねぶたは、たしかときめき隊の夢の

⽊。

帽⼦を⾒てください、可愛いですね

え。

こっちも、⼈・⼈・⼈。

昭和の⾹りのする屋台がありました。

おっ、三丁⽬の⼣⽇の時代より、もう

⼀歩ワープしたみたい、レトロないい

感じに決めてますね！

こちらは、⽇本の良いものを引継ぎ次

世代へと残しておられる市内の籠屋

さんの屋台です。⽇常⽣活にも農作

業にも必需品だった⽵の⽤具です

が、気付けば、プラスチックだらけの⽣

活になってしまいました。

でも、こうして⾒ると、⾃然の物の温も

りは、なんとも良いものです。

しかも、⾮常に使いやすそうで

値段も安いのには、びっくり。

お⼟産屋さんのとは、違う！

環境に優しい⽵製品、⾒直しまし

た。

こんな物も。

値段も安く興味しんしんではありまし

たが、担いで帰る勇気がなく断念しま

した。
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